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1 月 1 日の記憶
災害を振り返る❶災害を振り返る❶

今回の地震では津波警報が発表されました。海沿いに位置する桃
崎浜のそのときの状況などについて区長さんに話を伺いました。

地
震
発
生
時
の
避
難
行
動

　

桃
崎
浜
は
一
時
避
難
場
所
を
集
落

セ
ン
タ
ー
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
お
り
、
当
時
17
時
10
分
時
点
で

1
1
2
人
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

車
中
の
人
も
含
め
る
と
、
合
計
で

1
2
0
人
く
ら
い
は
い
た
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し

て
い
ま
し
た
が
、
寒
い
の
で
集
落
セ

ン
タ
ー
に
入
り
、
各
々
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ホ
で
地
震
の
情
報
を
得
て
い
ま
し

た
。

　

自
力
で
避
難
で
き
な
い
要
支
援
者

に
対
し
て
は
普
段
か
ら
集
落
の
役
員

が
割
り
当
て
を
決
め
て
支
援
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
要
支
援

者
の
自
宅
へ
行
き
避
難
所
へ
連
れ
て

き
た
役
員
も
い
ま
し
た
が
、
大
き
な

津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
身

の
安
全
確
保
も
あ
り
、
難
し
い
判
断

が
必
要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桃
崎
浜
自
主
防
災
組
織
の
備
え

　

桃
崎
浜
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ

た
年
か
ら
津
波
避
難
訓
練
を
始
め
、

コ
ロ
ナ
禍
を
除
い
て
は
毎
年
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ

た
と
感
じ
た
の
は
、
令
和
元
年
の
山

形
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
と
き
。
あ

の
と
き
は
津
波
注
意
報
（
津
波
予
想

1
ｍ
以
下
）
だ
っ
た
の
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
人
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
ま
し
た
。
津
波
に
関
し
て
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、「
す
ぐ
避
難

し
よ
う
」
と
い
う
感
覚
が
避
難
訓
練

に
よ
っ
て
身
に
付
い
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
は
、
津
波
注
意
報
・
警

報
発
表
時
の
取
る
べ
き
行
動
等
に
つ

い
て
、
集
落
の
広
報
紙
を
使
っ
て
周

知
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「
も
っ
と
大
き
な
津
波
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
意
識

　

今
回
避
難
所
に
集
ま
っ
た
住
民
に

対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
こ
の

場
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
安
全
な

の
か
、
区
と
し
て
判
断
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
震
源
地
付
近
の
実
際
の

津
波
の
高
さ
と
報
道
さ
れ
て
い
た
情

報
で
か
な
り
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た

の
で
報
道
を
鵜
吞
み
に
で
き
な
い
。

1
時
間
半
程
で
住
民
に
は
帰
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
様
子
を

見
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
大
き
な
津
波
が
く
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

桃崎浜区長
藤木　繁一 さん

▲桃崎浜の広報紙。津波注意報等が
発表された場合の取るべき行動や、
集落内の主な地点の海抜についてお
知らせしている。

　1月 1日午後 4時 10分頃、石川県能登地方で震度 7の地震が発生しました。胎内市
では震度4を観測し、津波警報発表に伴い市内13か所で避難所を開設。幸いにも市内で
大きな被害はありませんでしたが、多くの方が身の危険を感じたことと思います。今回の
特集では、この経験をこれからの防災・減災に活かせるよう、過去の災害についても振り
返るとともに、いざというときのための備えについて考えます。　　　　　　　

災害の経験を
　　　　未来に活かす

特
集

問合せ 総務課防災対策係（内線1311）
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地震地震への
備え

地震は発生を予測することができない災害です。普段から地
震への備えをしましょう。地震発生時には何よりもまず、自
分自身の命を守らなければなりません。すぐに「安全確保行
動」が取れるよう確認しておきましょう。

窓ガラスに飛散防止
フィルムを貼る

　　　家の中での安全対策1

割れにくいプラス
チックに

突っ張り棒や L 字
金具で家具を固定

危険物を出しっ
ぱなしにしない

粘着マットで
固定

ロックを取り
付けて飛び出
し防止

枕元に懐中電灯、ホイッ
スル、軍手、眼鏡など防
災グッズを準備

飛散したガラスを素足
で踏まないよう枕元に
スリッパを置いておく

ベッドやドアの周囲に大
型家具や避難の妨げにな
るものを置かない

自動停止装置のある
家電を使用

テレビを転倒防
止ベルトで固定

転倒防止
ストッパー

重いものは
下段に

フックなどで
固定し落下防止

　　　地震から身を守る行動2

■ 屋内にいる場合

■ 屋外にいる場合

・ 頭を保護し、丈夫な机の下など安全
な場所に避難してください
・慌てて外に飛び出さないでください
・窓ガラスから離れてください

・ ブロック塀の倒壊などに注意し
てください
・ 看板や割れたガラスの落下に注
意してください

家族で確認しよう

/check!/

さい

　　　　住んでいる地域の災害リスクを知る3
地震、水害、土砂災害といった各災害が発生した
際の危険性を、色で塗り分けて示したハザード
マップを胎内市防災ガイドブックに掲載していま
す。ハザードマップには避難場所も記載していま
すので家族で確認しておきましょう。

▲胎内市防災ガイド
ブックはこちらから

checkcheck

checkcheck checkcheck
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乙区長 /
胎内市自主防災組織連絡協議会会長

川崎　裕司 さん

戦
後
最
大
の
水
害

戦
後
最
大
の
水
害

　

昭
和

　

昭
和
4242
年年
88
月月
2828
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

日
の
豪
雨
に
よ
り
、

新
潟
県
下
越
地
方
か
ら
山
形
県
西
部
に

新
潟
県
下
越
地
方
か
ら
山
形
県
西
部
に

か
け
て
の
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
、
土

か
け
て
の
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
胎
内
川
流
域

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
胎
内
川
流
域

の
胎
内
市
（
旧
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
黒
川

の
胎
内
市
（
旧
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
黒
川

村
）
で
は
、
胎
内
川
の
氾
濫
や
支
流
小
河

村
）
で
は
、
胎
内
川
の
氾
濫
や
支
流
小
河

川
の
土
石
流
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
死
者
・

川
の
土
石
流
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
死
者
・

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
4646
人
、
重
軽
傷
者

人
、
重
軽
傷
者
2
7
5

2
7
5

人
、
住
宅
全
半
壊

人
、
住
宅
全
半
壊
3
1
3

3
1
3
棟
、
床
上
・

棟
、
床
上
・

床
下
浸
水
約

床
下
浸
水
約
6
0
0
0

6
0
0
0
棟
と
い
う
大
き

棟
と
い
う
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
の
心
理

「
自
分
は
大
丈
夫
」
の
心
理

　

危
機
に
際
し
、人
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」

　

危
機
に
際
し
、人
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」

「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
心
の

「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
心
の

平
穏
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
心
理
学
で

平
穏
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
心
理
学
で

は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
羽
越
水
害
で
多
く
の
犠
牲
者
が
発

す
。
羽
越
水
害
で
多
く
の
犠
牲
者
が
発

生
し
た
背
景
に
は
、
想
定
外
の
降
雨
量

生
し
た
背
景
に
は
、
想
定
外
の
降
雨
量

が
あ
り
ま
す
が
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

が
あ
り
ま
す
が
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

い
う
心
理
か
ら
避
難
し
な
か
っ
た
人
も

い
う
心
理
か
ら
避
難
し
な
か
っ
た
人
も

多
く
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

多
く
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
改
め
、

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
改
め
、

万
が
一
の
こ
と
を
考
え
、
早
め
の
避
難

万
が
一
の
こ
と
を
考
え
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
る
な
ど
、
自
ら
の
命
は
自
ら

を
心
が
け
る
な
ど
、
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
意
識
が
重
要
で
す
。

守
る
意
識
が
重
要
で
す
。

　

一
昨
年

　

一
昨
年
88
月月
33
日
か
ら

日
か
ら
44
日
に
か
け

日
に
か
け

て
、
日
本
海
か
ら
の
び
る
前
線
が
停
滞

て
、
日
本
海
か
ら
の
び
る
前
線
が
停
滞

し
、
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と

し
、
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と

な
っ
た
影
響
か
ら
、
村
上
市
、
関
川
村
、

な
っ
た
影
響
か
ら
、
村
上
市
、
関
川
村
、

胎
内
市
な
ど
県
北
地
域
を
中
心
に
記
録

胎
内
市
な
ど
県
北
地
域
を
中
心
に
記
録

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
胎
内
市
で
は
人
的

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
胎
内
市
で
は
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
の
床
上

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
の
床
上

浸
水
や
床
下
浸
水
（
合
わ
せ
て

浸
水
や
床
下
浸
水
（
合
わ
せ
て
1
0
4

1
0
4

棟
）、
農
地
や
農
業
用
施
設
被
害
（
法
面

棟
）、
農
地
や
農
業
用
施
設
被
害
（
法
面

崩
壊
、
土
砂
流
入
な
ど
合
わ
せ
て

崩
壊
、
土
砂
流
入
な
ど
合
わ
せ
て
8
9
1

8
9
1

か
所
）、
道
路
・
林
道
や
歩
道
の
路
肩
崩

か
所
）、
道
路
・
林
道
や
歩
道
の
路
肩
崩

れ
な
ど
災
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

れ
な
ど
災
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織

　

こ
れ
ま
で
胎
内
市
で
は
地
域
の
助
け

　

こ
れ
ま
で
胎
内
市
で
は
地
域
の
助
け

合
い
に
よ
り
、
災
害
へ
の
日
頃
か
ら
の
備

合
い
に
よ
り
、
災
害
へ
の
日
頃
か
ら
の
備

え
や
災
害
時
の
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

え
や
災
害
時
の
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
組
織
化
を
自

し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
組
織
化
を
自

治
会
・
集
落
へ
呼
び
か
け
、
現
在
は

治
会
・
集
落
へ
呼
び
か
け
、
現
在
は
9595
％％

を
超
え
る
組
織
率
（
世
帯
率
）
と
な
り
ま

を
超
え
る
組
織
率
（
世
帯
率
）
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
で
は
自
主
防
災
組
織
の
日
頃

し
た
。
全
国
で
は
自
主
防
災
組
織
の
日
頃

か
ら
の
活
動
や
有
事
の
際
の
活
躍
に
よ

か
ら
の
活
動
や
有
事
の
際
の
活
躍
に
よ

り
、
人
的
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
事

り
、
人
的
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
事

例
も
聞
か
れ
ま
す
。
市
内
の
残
る

例
も
聞
か
れ
ま
す
。
市
内
の
残
る
55
％％

の
地
域
に
お
い
て
も
組
織
化
を
推
進
し
、

の
地
域
に
お
い
て
も
組
織
化
を
推
進
し
、

地
域
の
輪
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
防

地
域
の
輪
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
を
振
り
返
る
❷

災
害
を
振
り
返
る
❷

（令和4年8月時点）

56
年
が
経
過
「
羽
越
水
害
」

災
害
を
振
り
返
る
❸

災
害
を
振
り
返
る
❸

令
和
4
年
8
月
豪
雨

I n t e r v i e w
地域のつながりが防災力を高める

　乙では、自主防災組織として災害
時の対応マニュアルの作成や避難
訓練の実施、平成27年度からは「地
域支え合いマップ」を作成し地域の
支え合い・助け合い活動を進めてき
ました。各組ごとにマップを作り、
要支援者世帯には印を付け、組別で
の避難者支援ができるようにして

います。各家庭に配布し周りの状況
を把握してもらうことで、地域の連
携ができると感じています。
　また、1月 1 日に地震が発生し
た際、約 50人の住民が一時避難所
に避難しましたが、それは毎年避難
訓練をしてきた成果だと私は思っ
ています。

残された土砂と石に途方に暮れる様子

水沢町～新栄町付近
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個
別
避
難
計
画
の
作
成

個
別
避
難
計
画
の
作
成

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て
、
高
齢
者
や

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ

障
が
い
者
等
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
災
害
対
策

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

胎
内
市
で
は
、
近
年
全
国
各
地
で
頻

発
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
令
和
４

年
度
か
ら
同
計
画
作
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
個
別
避
難
計
画
」
と
は
？

　

災
害
発
生
時
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
に
適
切
な

避
難
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
要
支
援
者

の
状
況
や
避
難
先
、
避
難
を
支
援
す
る

方
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

推
進
体
制
や
連
携
に
つ
い
て

　

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
質
上
、
市
と
自
治
会
・
集
落
の

共
同
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
の

協
力
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
関
係
者
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
作
成
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
・
集
落
の
役
員
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
が
支
援
者
に
な
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
の
支
え
合
い
・

助
け
合
い
の
取
組
が
計
画
策
定
お
よ
び

け
合
い
の
取
組
が
計
画
策
定
お
よ
び

実
行
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
き
ま

実
行
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備

防
災
行
政
無
線
整
備

　

胎
内
市
で
は
、
平
成

　

胎
内
市
で
は
、
平
成
2121
年年
44
月
か
ら

月
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
、
防

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
、
防

災
情
報
や
行
政
に
関
す
る
情
報
だ
け
で

災
情
報
や
行
政
に
関
す
る
情
報
だ
け
で

な
く
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な
ど
地

な
く
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な
ど
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
有
効
に
活
用
さ

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
い
、

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
い
、

再
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

再
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

自
然
災
害
以
外
の
鳥
獣
被
害
な
ど
の
対

自
然
災
害
以
外
の
鳥
獣
被
害
な
ど
の
対

応
や
、
よ
り
迅
速
に
情
報
が
届
け
ら
れ

応
や
、
よ
り
迅
速
に
情
報
が
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
や
屋
外

る
よ
う
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
や
屋
外

拡
声
子
局
の
増
設
、
音
が
遠
く
ま
で
届

拡
声
子
局
の
増
設
、
音
が
遠
く
ま
で
届

け
ら
れ
る
よ
う
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー

け
ら
れ
る
よ
う
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー

へ
の
切
り
替
え
な
ど
を
行
い
、
令
和
７

へ
の
切
り
替
え
な
ど
を
行
い
、
令
和
７

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
命
を

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
命
を

守
る
備
え
を

守
る
備
え
を

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら
11
か
月
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
必
要
と
さ
れ

が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
必
要
と
さ
れ

る
の
が
日
頃
の
備
え
で
す
。
災
害
が
起

る
の
が
日
頃
の
備
え
で
す
。
災
害
が
起

こ
る
前
に
何
を
備
え
る
べ
き
か
、
起
こ
っ

こ
る
前
に
何
を
備
え
る
べ
き
か
、
起
こ
っ

た
と
き
に
何
を
す
る
べ
き
か
こ
の
機
会

た
と
き
に
何
を
す
る
べ
き
か
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

避難行動要支援者

避難支援等関係者 市役所

高齢者・障がい者など
（災害時に避難支援を

必要とする方）

避難支援避難支援
安否確認安否確認

個人避難計画作成個人避難計画作成
同意・支援同意・支援

協力依頼協力依頼
情報共有情報共有

作成した個別避難計画は避難
支援関係者で情報共有します自治会・集落・

民生委員など

「防災アプリ」「防災アプリ」
胎内市の防災情報がスマホに届く！

　現在多くの方に活用いただいている「防犯・
防災メール」を 3月末で終了し、新たに「防
災アプリ」の運用を開始します。災害時に防災
行政無線放送の内容が音声と文字で届き、市外
など遠方でも利用できます。

登録方法などの詳細は
後日市報等でお知らせします。

関係者間での個人避難計画作成に向けた打ち合わせ会

特集 災害の経験を未来に活かす

今年3月
スタート

。

　今年は新潟地震から 60 年、新潟焼山火山
災害から 50年、新潟・福島豪雨（7.13 水害）
および中越大震災から20年という、多くの災
害の発生から節目の年となります。
　このプロジェクトでは、繋いだ教訓や記憶を
自分事化し、日々の災害への備えや命を守る行
動に繋がる取り組みを進めます。

胎内市も
このプロジェクトに
参加しています

胎内市胎内市のの防災対策防災対策
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